
アライドテレス ご案内

ハイブリッド無線ＬＡＮの三大特長

●一元管理

アクセスポイントごとに電波出⼒・チャンネルの⾃動調整を行うだけでなくアクセスポイント

への設定適⽤や、ファームウェアバージョンアップなどを⼀元管理できます。

●可視化
電波状態などの統計や履歴を蓄積して利用状況の推移を可視化するだけでなく、
アクセスポイントへの接続端末の情報や、管理外アクセスポイントの影響度
（送信出力）も表示できます。

●無線LAN方式の同時利用（AWC ＆AWC-CB）
電波状況を自律的に改善して、安定した通信を実現するAWCと、シングル
チャンネルの採用により、移動しながらの通信に優れたAWC-CBを同時に
利用できます。

固定端末に最適な「セル方式」と移動体通信に最適な「ブランケット方式」

を融合させたハイブリッド方式です。

AWC

スマートファクトリー実現の為の
最適無線LAN環境を提案します。

AWC



（２）技術の仕組み

　■最適な電波の算出

　　AWC-CBが管理下の無線アクセスポイントから無線AP同士の位置及び電波強度、

　　管理外アクセスポイント（外来波）チャンネルの情報を収集。

　　収集したデータを基に各無線APの最適な電波強度とチャンネルを決定します。

※お客様に合わせた最適

　提案をさせて頂きます。

　お気軽にご相談を下さい。

（１）構成要素

　　　●無線LANコントローラ：AT-Vista Manager EX

                              （アプライアンス版・ソフトウエア版）

　　　●無線アクセスポイント(AWC-CB対応品）

【お問い合わせは】 産業デバイス部 まで

電波強度の収集→最適出力を決定調整
管理APの隣接関係を把握し最適出力を決定

外来波チャンネルを検知
　　→最適な使用チャンネルを決定

概略構成図

（無線LANコントローラ）

ハイブリッド対応品


